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第
十
師
団
創​

立
52
周
年
記
念
式
典
・​訓
練
展
示
見
学)

報
告 

●
開
催
日
時 

９
月
１
８
日(

木
） 

午
前 

８
時
～
９
時 

●
場
所 

中
川
区 

高
畑
交
差
点
東
角
地 

 

●
『憲
法
改
正
』の
テ
ー
マ
で
し
た
が
、
朝
日
新
聞
の
捏
造
記
事
に
対
す
る
批
判
と
一
日
も
早
い
廃
刊
を
訴
え

ま
し
た
。 

朝
の
通
勤
客
の
多
い
高
畑
駅
で
の
初
め
て
の
街
宣
で
し
た
。
大
川
支
部
長
が
急
な
仕
事
の
た
め
、
欠
席
す
る

と
い
う
こ
と
で
少
し
緊
張
し
ま
し
た
が
、
マ
イ
ク
を
持
て
ば
そ
ん
な
こ
と
も
言
っ
て
ら
れ
ま
せ
ん
。 

無
我
夢
中
で
普
段
か
ら
憲
法
に
つ
い
て
自
分
の
思
っ
て
い
る
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。
現
行
憲
法
は
絶
対
に
改
正

せ
ね
ば
な
ら
な
い
！ 

途
中
で
少
し
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
て
き
て
中
川
区
の
防
犯
に
つ
い
て
の
話
も
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
（私
は
中
川

区
の
防
犯
委
員
で
も
あ
り
ま
す
） 

西
支
部
は
地
域
密
着
型
の
支
部
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
今
後
、
中
川
区
・中
村
区
在
住
の
一
般
国
民

に
日
本
会
議
の
活
動
内
容
を
い
か
に
浸
透
さ
せ
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。 

（文
責 

日
本
会
議 

愛
知
県
本
部 

名
古
屋
西
支
部 

副
支
部
長 

江
場
寛
一
） 

 

報
告
・名
古
屋
西
支
部 

第
一
回
街
宣
実
施
！ 

あ
い
ち
通
信 

 

 

報
告
・名
古
屋
東
部
支
部 

第
十
三
回
勉
強
会
、
街
宣
実
施
！ 

 

第
六
十
三
号 

≪

第
一
部≫

●
開
催
日
時 

九
月
二
十
八
日(

日) 

午
前
九
時
～
午
前
十
一
時
四
十
五
分 

 

●
会
場 

野
並
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー 

●
会
費 

五
百
円 

 

●
参
加
者
数 

六
名
【勉
強
会
】テ
ー
マ
「集
団
的
自
衛
権
を
め
ぐ
る
動
向
」
、
座
長 

東
部
支
部
長 

江
﨑
雅

博 

●
安
倍
政
権
に
お
い
て
閣
議
決
定
さ
れ
た
事
に
よ
り
話
題
に
な
る
事
も
多
く
な
り
ま
し
た
集
団
的
自
衛

権
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
本
来
、
自
国
の
安
定
・平
和
は
自
国
戦
力
で
守
り
き
る
の
が
最
良
で
あ
る
の
は
自

明
の
事
で
あ
り
ま
す
が
、
混
迷
す
る
国
際
状
況
を
鑑
み
れ
ば
集
団
自
衛
権
の
行
使
容
認
は
必
要
不
可
欠
で

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
「集
団
的
自
衛
権
を
国
際
法
上
、
保
有
し
て
い
る
が
憲
法
上
、
行
使
が
許
さ
れ
な
い
」

と
い
う
解
釈
で
は
日
米
同
盟
が
正
常
に
機
能
せ
ず
東
ア
ジ
ア
の
不
安
定
化
を
誘
発
す
る
恐
れ
も
出
て
く
る
事

を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
へ
の
対
応
や
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
の
問
題
な
ど
こ
れ
か
ら
議
論
の
俎
上

に
上
が
る
で
あ
ろ
う
内
容
に
つ
い
て
も
確
認
し
ま
し
た
。 

≪

第
二
部≫

 

街
頭
演
説
活
動 

●
開
催
日
時 

同
日 

午
後
二
時
～
四
時 

●
場
所 

昭
和
区 

御
器
所

交
差
点
南
西
角
地 

●
会
費 

無
料 

●
参
加
者
数 

六
名 

【街
宣
】暑
さ
の
残
る
気
候
の
中
、
自
主
憲
法

の
制
定
に
つ
い
て
訴
え
さ
せ
て
頂
く
と
共
に
チ
ラ
シ
配
り
、
署
名
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま

す
が
、
興
味
を
持
っ
て
頂
け
る
方
も
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
☆
名

古
屋
東
部
支
部
で
は
自
主
憲
法
制
定
に
関
し
て
街
宣
活
動
に
て
訴
え
て
欲
し
い
内
容
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

メ
ー
ル
（kak

e
hashi_k

ato
u@

ho
tm

ail.co
.jp 

加
藤
貴
之
宛
）ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
の
程
、
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
☆ 

（文
責
・日
本
会
議 

愛
知
県
本
部 

名
古
屋
東
部
支
部 

事
務
局
長 

加
藤
貴
之
） 

 

今
、
日
本
会
議
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
フ
ラ
イ
デ
ー
、
朝
日
新
聞
、
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
な
ど
に
取

り
上
げ
ら
れ
世
間
の
認
知
度
が
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
意
外
と
皆
さ
ん
の
周
り
の
人
た
ち
も
日

本
会
議
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
実
際
に
私
の
職
場
で
も
、
「え
っ
、
あ
の
フ
ラ
イ

デ
ー
に
載
っ
て
た
日
本
会
議
っ
て
本
当
に
あ
っ
た
の
？
」
と
意
外
な
人
か
ら
の
反
応
が
あ
り
ま
し
た
。

実
際
フ
ラ
イ
デ
ー
掲
載
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
会
員
が
増
え
た
と
東
京
本
部
の
人
か
ら
も
聞

き
ま
し
た
。
フ
ラ
イ
デ
ー
で
は
、
第
二
次
安
倍
内
閣
の
内
閣
改
造
後
の
閣
僚
の
大
半
が
日
本
会
議

の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
日
本
会
議
が
安
倍
内
閣
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
風
な
表
現
を
し
て

い
ま
す
（実
際
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
る
の
で
す
が
）。
朝
日
新
聞
で
は
、
日
本
会
議
に
よ
っ
て

地
方
議
会
に
憲
法
改
正
の
働
き
か
け
が
さ
れ
て
い
る
と
再
来
年
の
国
民
投
票
実
施
を
目
指
す
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
比
較
的
中
立
的
な
表
現
で
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
に
至
っ
て
は
、

日
本
会
議
が
極
右
団
体
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
（笑
） 

左
派
勢
力
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
警
戒
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
般
の
人
た
ち
か
ら
は
意
外
と
好
感
を

持
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
「ね
え
ね
え
、
日
本
会
議
っ
て
知
っ
て
る
？
」
と

声
を
か
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
我
々
の
仲
間
を
増
や
す
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
！ 

（文
責 

日
本
会
議 

愛
知
県
本
部 

事
務
局 

松
川
秀
康
） 

 
会
員
拡
大
の
チ
ャ
ン
ス
到
来
！ 

式
典
で
は
歴
代
師
団
長
紹
介
、
大
村
知
事
始
め
来
賓
御
方
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
。
次
い
で
麾
下
部
隊
紹

介
、
十
師
団
担
当
地
域
の
県
旗
紹
介
等
為
さ
れ
た
。
軍
楽
隊
の
演
奏
も
行
わ
れ
た
が
、
何
故
か
国
歌
演
奏

が
な
い
ば
か
り
か
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
ら
し
き
演
奏
が
多
い
印
象
を
受
け
た
。
敢
え
て
保
守
を
除
く
地
域
住
民

か
ら
の
好
意
を
取
り
付
け
る
為
の
意
図
を
感
じ
る
の
は
私
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
国
防
を
司
る
組
織
が
そ
ん
な

卑
屈
な
態
度
で
よ
い
の
か
？
こ
の
点
だ
け
は
釈
然
と
せ
ず
、
今
尚
し
こ
り
の
よ
う
な
も
の
が
残
る
。
そ
れ
は
置

く
と
し
て
、
地
元
部
隊
の
式
典
で
あ
る
だ
け
に
感
慨
は
ひ
と
し
お
で
あ
っ
た
。
訓
練
展
示
は
当
然
空
砲
で
あ
る

が
、
発
射
音
は
実
弾
並
み
で
あ
り
、
駐
屯
地
北
側
の
マ
ン
シ
ョ
ン
住
民
か
ら
苦
情
が
来
な
い
か
案
じ
て
い
る
が
、

し
っ
か
り
事
前
の
根
回
し
は
し
て
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
我
々
は
地
元
部
隊
が
存
分
に
働
け
る
よ
う
積
極
的
に
支

援
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。 

（文
責 

日
本
会
議 

愛
知
県
本
部 

名
古
屋
東
部
支
部
長 

江
﨑
雅
博
） 
  

九
月
二
十
一
日(

日) 

〇
一
〇
〇
～
一
一
五
〇 

式
典
・訓
練
展
示 

 

一
一
五
〇
～
一
五
〇
〇 

中
隊
毎
に
露
店
出
展
他
駐

屯
地
内
解
放 

参
加
者
４
名(

う
ち
１
名
予

備
自
衛
官) 

当
支
部
顧
問
で
あ
る
松
本

隆
義
元
一
等
陸
佐
の
ご
配

慮
に
よ
り
招
待
席
に
て
観
閲

さ
せ
て
戴
く
こ
と
と
な
っ
た
。 

〇
八
〇
〇
駐
屯
地
正
門
前

集
合
、
招
待
席
最
上
段
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 



愛知県護国神社清掃奉仕予定 
 

■１１月２日（日）午前８時開始、９時終了予定。 
■引き続き１２月７日（日）午前８時より実施予定。 
■軍手を必ずご持参ください。また、小雨なら社屋
の木枠拭きをしますので雑巾をご持参下さい。大
雨は中止になりますが疑わしい天気の場合には、
現場責任者の服部宛、電話 (070-6583-4588)
を下さい。★１０月２日は、雨の中１３名の方にご参
加いただき拭き掃除をしました。また、１名の方に
初参加していただきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

             

 
         （8月3日奉仕後に撮影） 
 

●「日本の息吹」を引続きご購読くださいますよう 
  お願いいたします。 
 
 
 

平成二十六年十一月  
 

 

事
務
局
日
誌 

（八
月
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

服
部
守
孝 

一
日
（月
）今
夏
開
催
し
た
、
第
十
四
回

も
う
ひ
と
つ
の
戦
争
展
反
省
会
へ
。
参
加

団
体
か
ら
の
報
告
と
全
体
総
括
が
出
さ

れ
た
。
明
年
の
テ
ー
マ
を
終
戦
七
十
周
年

特
集
と
し
、
会
場
は
名
古
屋
国
際
セ
ン

タ
ー
、
会
期
は
七
月
三
十
一
日
～
八
月

二
日
の
三
日
間
と
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
ま

た
一
年
か
け
て
企
画
が
進
む
。 

四
日
（木
）長
ら
く
貸
し
た
ま
ま
に
な
っ
て

い
た
愛
読
書
「国
士
内
田
良
平
」
を
返
し

に
、
友
人
来
訪
。
お
互
い
の
近
況
報
告
な

ど
し
て
、
暫
し
旧
交
を
温
め
た
。
次
回
は

一
献
交
え
る
こ
と
を
約
し
て
別
れ
る
。 

七
日
（日
）第
六
十
回
愛
知
縣
護
國
神
社

清
掃
奉
仕
。
第
一
回
か
ら
ち
ょ
う
ど
五

周
年
を
迎
え
た
。
継
続
は
力
也
。 

日
本
会
議
鹿
児
島
の
高
橋
事
務
局
長
が

来
名
。
名
古
屋
名
物
「味
噌
か
つ
」
を
食
べ

な
が
ら
情
報
交
換
。
高
橋
氏
は
本
部
よ

り
派
遣
さ
れ
た
専
従
員
で
あ
る
が
、
約
十

年
の
間
に
組
織
基
盤
を
固
め
ら
れ
、
今

日
で
は
鹿
児
島
に
お
け
る
保
守
重
鎮
と

し
て
、
地
元
マ
ス
コ
ミ
に
も
度
々
登
場
さ

れ
て
い
る
。 

十
日
（水
）来
る
十
一
月
三
十
日
の
日
本

会
議
東
海
大
会
の
チ
ラ
シ
が
完
成
。
「日

本
の
息
吹
」
十
月
号
に
東
海
地
区
会
員

宛
二
千
五
百
枚
を
同
封
し
て
い
た
だ
く

よ
う
依
頼
し
た
。 

十
一
日
（木
）来
る
十
月
十
五
日
に
開
催

さ
れ
る
、
日
本
会
議
名
古
屋
市
会
議
員

連
盟
主
催
の
憲
法
講
演
会
の
講
師
に
伊 

 

新
規
入
会
者
ご
紹
介 

 
 

 
 

（平
成
二
十
六
年
八
月
） 

た
と
、
担
当
幹
事
の
報
告
が
あ
つ
た
。

四
年
前
に
第
一
回
を
七
十
名
ほ
ど
で
開

催
し
た
が
、
ず
っ
と
奉
仕
の
精
神
で
運

営
に
あ
た
っ
て
来
た
幹
事
諸
君
。
彼
ら

は
、
岐
阜
県
土
岐
市
の
山
中
で
田
を
耕

し
、
稲
作
に
も
励
ん
で
い
る
。
古
事
記
の

追
体
験
で
あ
る
。 

二
十
九
日
（月
）愛
知
県
戦
没
者
遺
族

大
会
に
参
列
。
主
催
者
を
代
表
し
、
前

愛
知
県
知
事
の
神
田
真
秋
氏
が
挨
拶

さ
れ
た
。
壇
上
に
は
、
速
や
か
な
遺
骨

収
容
、
総
理
の
靖
国
神
社
参
拝
、
代
替

追
悼
施
設
反
対
な
ど
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が

大
書
さ
れ
て
い
た
。 

三
十
日
（火
）夕
方
よ
り
上
京
。
明
日
は

「美
し
い
日
本
の
憲
法
を
つ
く
る
国
民
の

会
」
が
設
立
さ
れ
る
。 

ご
入
会
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

神
田 

薫
（議
員
会
員
） 

徳
升
岳
仁
（正
会
員
） 

身
玉
山
宗
三
郎
（正
会
員
） 

杉
藤
庄
平
（正
会
員
） 

平
岩
和
子
（女
性
会
員
） 

戸
田
民
志
（支
援
会
員
） 

松
平
繁
明
（支
援
会
員
） 

小
椋 

翔
（支
援
会
員
） 

垣
花
和
貴
（支
援
会
員
） 

辻
本
孝
一
（支
援
会
員
） 

 
 

 

種
別
順
入
会
日
順
・敬
称
略 

藤
哲
夫
先
生
（日
本
政
策
研
究
セ
ン

タ
ー
代
表
）が
決
定
。
伊
藤
先
生
は
第

一
次
安
倍
政
権
時
の
政
策
ブ
レ
ー
ン
と

し
て
活
躍
さ
れ
、
今
日
で
も
様
々
な
政

策
提
言
を
さ
れ
て
い
る
。 

十
四
日
（日
）日
本
政
治
経
済
研
究
所

夏
季
セ
ミ
ナ
ー
に
ス
タ
ッ
フ
参
加
。
百
地

章
先
生
（日
本
大
学
教
授
）、
高
橋
史
朗

先
生
（明
星
大
学
教
授
）ら
に
よ
る
憲
法

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
盛
況
だ
っ
た
。 

十
八
日
（木
）紘
仁
病
院
の
西
田
事
務

局
長
を
訪
問
。
東
海
大
会
の
動
員
を
お

願
い
申
し
上
げ
た
。 

二
十
日
（土
）名
古
屋
中
支
部
第
三
回

例
会
へ
。
八
尾
支
部
長
に
よ
る
国
の
財
政

状
況
の
講
話
が
あ
っ
た
。
次
回
は
「幕
末

維
新
の
先
人
に
学
ぶ
」
と
題
し
て
、
不
肖

な
が
ら
私
が
講
話
を
担
当
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。 

二
十
一
日
（日
）日
本
協
議
会
・日
本
青

年
協
議
会
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
が

岐
阜
で
開
催
さ
れ
、
大
葉
勢
清
氏
に
よ

る
「中
国
と
対
峙
す
る
ベ
ト
ナ
ム
が
求
め

る
強
い
日
本
」
と
題
し
た
講
演
が
あ
っ
た
。 

二
十
二
日
（月
）熱
田
神
宮
、
若
宮
八
幡

社
、
愛
知
縣
護
國
神
社
、
津
島
神
社
、

尾
張
大
國
魂
神
社
、
真
清
田
神
社
、
大

縣
神
社
を
参
拝
し
、
平
素
の
ご
支
援
の

御
礼
か
た
が
た
社
務
所
に
ご
挨
拶
申
し

上
げ
た
。 

二
十
四
日
（水
）今
日
は
三
河
方
面
へ
。

砥
鹿
神
社
、
岩
津
天
満
宮
、
知
立
神
社

を
参
拝
。 

二
十
五
日
（木
）三
重
大
学
の
グ
ッ
ト
マ

ン
・テ
ィ
エ
リ
ー
教
授
（フ
ラ
ン
ス
人
）よ
り

取
材
を
受
け
る
。
日
本
の
宗
教
と
政
治

を
研
究
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
方
。
二
時
間

程
、
保
守
思
想
と
運
動
に
つ
き
話
し
た
。 

二
十
七
日
（土
）憲
法
改
正
に
向
け
た

実
務
者
会
議
を
開
催
。
愛
知
県
内
三
十

万
署
名
構
想
を
協
議
。 

二
十
八
日
（日
）愛
知
竹
田
研
究
会
幹

事
会
。
一
週
間
後
に
控
え
た
第
二
十
八

回
日
本
を
学
ぶ
勉
強
会
の
運
営
分
担
等

が
話
し
合
わ
れ
た
。
今
回
は
碧
南
市
に

て
開
催
さ
れ
る
が
、
既
に
申
し
込
み
が

二
百
名
を
超
え
た
。
今
や
、
竹
田
恒
泰

先
生
の
名
を
知
ら
ぬ
者
が
少
な
く
な
っ 

 

行 

事 

予 

定 

■
三
島
由
紀
夫
・森
田
必
勝
両
烈
士 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

四
十
四
年
祭 

 

十
一
月
二
十
三
日
（日
）十
三
時
受
付
開
始 

 

愛
知
県
護
国
神
社 

桜
華
会
館 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

梅
の
間
（本
館
二
階
） 

 
 

会
費 

二
千
円 

 
 

各
位
、
献
歌
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。 

 

■
日
本
会
議
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
大
会 

 

十
一
月
三
十
日
（日
）十
四
時
～
十
七
時 

 

ア
パ
ホ
テ
ル
名
古
屋
錦 

 

会
費 

千
円 

■
名
古
屋
中
支
部 

第
五
回
例
会 

 

十
一
月
十
四
日
（金
） 

 
 

 
 

 
 

 

十
九
時
～
二
十
一
時 

 

場
所 

(

株) 

エ
フ
ケ
イ
会
議
室 

 

■
春
日
井
支
部 

例
会 

 

十
一
月
十
六
日
（日
） 

 
 

 
 

 
 

 

十
三
時
～
十
六
時
半 

 

場
所 

ル
ネ
ッ
ク
勝
川 

３
ヶ
月
の
前
期
教
育
を
終
え
た
私
は
、
人

員
物
資
の
輸
送
を
主
な
任
務
と
す
る
第

一
〇
輸
送
隊
（現
、
第
一
〇
後
方
支
援

連
隊
輸
送
隊
）に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
部
隊
で
は
大
型
自
動
車
免
許
を
持
っ
て

な
い
と
仕
事
に
な
り
ま
せ
ん
。
早
速
、
自

動
車
教
習
所
に
通
わ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。 

自
衛
隊
は
隊
員
に
免
許
を
取
ら
せ
る
た

め
の
自
動
車
教
習
所
を
持
っ
て
い
ま
す
。

私
は
給
料
を
貰
い
な
が
ら
、
大
型
免
許
を

無
料
で
取
ら
せ
て
貰
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
、

今
に
し
て
思
え
ば
ほ
ん
と
旨
い
話
で
す
。 

３
ヶ
月
後
、
予
定
通
り
大
型
免
許
を
取

得
し
ま
し
た
が
、
当
時
私
は
一
九
歳
と

六
ヶ
月
。
こ
の
年
齢
で
普
通
免
許
を
飛
び

越
え
て
の
大
型
取
得
は
世
間
で
は
絶
対
に

あ
り
え
な
い
こ
と
で
す
。 

免
許
を
取
得
し
て
晴
れ
て
一
般
隊
員
と

な
り
、
東
は
富
士
山
の
裾
野
の
演
習
所
、

西
は
琵
琶
湖
の
饗
庭
野
演
習
所
へ
と
あ

ち
こ
ち
へ
操
縦
し
ま
し
た
。
ト
ラ
ッ
ク
の
荷

台
に
人
間
を
二
十
名
載
せ
て
走
る
の
は
、

神
経
が
す
り
減
る
ほ
ど
怖
か
っ
た
の
を
今

で
も
覚
え
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
夜
は
左
翼
の
巣
窟
、
愛
知
大
学
に

通
い
ま
し
た
が
、
校
門
で
は
左
翼
学
生
が

共
産
党
の
チ
ラ
シ
配
布
を
ほ
と
ん
ど
毎
日

の
よ
う
に
や
っ
て
い
ま
し
た
。
雨
が
降
ろ
う

が
風
が
吹
こ
う
が
熱
心
な
彼
ら
に
、
思
想

信
条
は
相
容
れ
ま
せ
ん
が
あ
る
意
味
、
敵

な
が
ら
ア
ッ
パ
レ
と
脱
帽
し
た
も
の
で
し
た
。

保
守
系
の
新
聞
や
チ
ラ
シ
な
ど
学
内
で

見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
強
い
て
言
え
ば
統

一
教
会
系
の
勝
共
連
合
が
、
共
産
党
を

攻
撃
す
る
チ
ラ
シ
を
見
た
こ
と
が
数
回
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
チ
ラ
シ
の
文
面
た
る
や
、

い
く
ら
な
ん
で
も
そ
こ
ま
で
書
く
の
か
と

閉
口
す
る
ほ
ど
の
お
ぞ
ま
し
い
も
の
で
し

た
が
。 

入
隊
し
て
三
年
目
の
昭
和
五
十
六
年
の

夏
の
こ
と
、
第
一
〇
師
団
は
木
曽
川
の
河

川
敷
で
渡
河
訓
練
と
い
う
の
を
行
い
ま
し 

 

人
殺
し
と
罵
ら
れ
て 

 
 

元
自
衛
官
南
部
文
宏
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

手
記
そ
の
２ 

た
。
木
曽
川
で
船
や
急
ご
し
ら
え
の
橋
を

使
っ
て
武
器
や
隊
員
を
向
こ
う
岸
に
運
ぶ

と
い
う
訓
練
で
す
。 

後
方
支
援
部
隊
に
所
属
す
る
私
が
直
接

に
訓
練
に
参
加
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
警
護
の
た
め
に
出
動
し
、
そ
こ

で
私
は
同
級
生
た
ち
か
ら
、
「お
前
は
人

殺
し
だ
」
と
罵
ら
れ
る
の
で
し
た
。 

顔
と
顔
１
０
セ
ン
チ
の
至
近
距
離
か
ら

「人
殺
し
」
を
入
れ
代
わ
り
立
ち
代
わ
り

罵
ら
れ
た
の
で
す
。  

～ 

つ
づ
く 

～ 


